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近年のがん研究においては臨床・基礎を問わず医療ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析が欠かせな
い。ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽの専門家に対するﾆｰｽﾞは高い。今後継続的に研究機関、病院にお
いて求人が発生すると考え毎年2人と設定した。

・講義6単位及び実習12単位、学位論文研究6単位、選択式セミナー2単位、がん
ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｾﾐﾅｰ 2単位及び医学研究ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ2単位の計30単位を取得する。
・担当教員による論文指導を受けた上で教授会が行う論文審査に合格する

・講義はﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ講義を必修とする。
・実習は放射線医学、外科・緩和医療学、病理診断学、腎臓内科学等のがんの創
薬や新治療を研究する科目より選択する。がん遺伝子ﾊﾟﾈﾙ検査で行うｴｷｽﾊﾟｰﾄﾊﾟﾈ
ﾙ実習を含む。
・がんﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｾﾐﾅｰではがん研究の最先端ﾄﾋﾟｯｸを学内外の講師に講演を依頼
し、がん領域の最先端知識を学習する。
・社会人大学院生が受講しやすいようにｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ受講やｵﾝﾗｲﾝ受講を認める。

直接関連する専門資格はない。

・核となるﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ講義では、臨床から得られる各種ﾃﾞｰﾀ(各階層のｵﾐｸｽ、画
像・ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ、電子ｶﾙﾃﾃﾞｰﾀ)の活用方法及びその活用に際して必要なﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏ
ﾃｨｸｽ、機械学習、自然言語処理の知識・手技等を学修できる。これらは、新たな
がん治療方法や薬剤効果や予後の予測ﾏｰｶｰ確立の成功率を高めるﾘﾊﾞｰｽﾄﾗﾝｽﾚｰｼｮﾅ
ﾙﾘｻｰﾁを推進するために不可欠である。また、ﾃﾞｰﾀ管理及びその倫理的問題につ
いての講義も含める。
・今後のがんの創薬や新治療にはﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽのﾘﾃﾗｼｰは不可欠であるため、がん医
療研究ｾﾝﾀｰﾃﾞｰﾀ解析部門との連携により、臨床検体から得られる遺伝子変異や遺
伝子発現の解析、画像・ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ、電子ｶﾙﾃﾃﾞｰﾀを活用するために必要な機
械学習、自然言語処理の解析手技を指導する。得られた解析結果に基づき、ﾃﾞｰﾀ
の解釈、仮説創出を指導する。
・臨床開発・臨床試験では本学にある治験・臨床研究支援ｾﾝﾀｰと連携する。令和
5年4月現在jRCTに登録された本学が主導する特定臨床研究は53件で、うちがん関
連は12件である。
・本学では、毎月生物統計家による臨床研究相談会を開催している。
・参画大学間のﾈｯﾄﾜｰｸを活用して研究情報の共有及び集約、若手研究者の研究室
間の相互交流によって有機的な連携体制が期待できる。

主専攻科目の教員,本事業の担当教員,がん医療研究に特化したがん医療研究ｾﾝﾀｰ
ﾃﾞｰﾀ解析部門の教員,学外招聘教員がｵﾑﾆﾊﾞｽ講義及び実習の指導を行う。

臨床で得られるﾃﾞｰﾀとその解析手技を俯瞰的に学ぶことで、現場の課題に対する
解を直接見出すための臨床ﾃﾞｰﾀﾄﾞﾘﾌﾞﾝな研究を構築できる人材として、基礎及び
臨床の双方のﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ分野で活躍が期待される。

大学院正規課程でﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽの解析手法とその応用について学び、臨床検体
から得られる解析ﾃﾞｰﾀと臨床ﾊﾟﾗﾒｰﾀを統合的に検討する能力を培う。その結果、
治療標的となる分子やｼｸﾞﾅﾙを明確にし、新たな治療手段を開発できる人材。

教育プログラム・コースの概要

藤田医科大学大学院医学研究科（医学専攻）

データサイエンスに基づく新治療開発コース（正規課程）

医師、薬剤師、医療職以外

医学専攻博士課程 4年


